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血 性Escherichia coli   1.8×10 ７ （CFU/g），Clostridium 














　病　歴：牛，黒毛和種，雌，24 日齢。繁殖牛 85 頭，
子牛 50 頭，肥育牛 550 頭を飼養する農場において，






































　病　歴：豚，LWD，50 日齢，雄。母豚 170 頭を飼養
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オチン化抗 PCV2 豚 IgG 血清および抗 PRRSV 家兎血清
（ともに動物衛生研究所）を用いた免疫組織化学的染色



















































　病　歴：牛，黒毛和種，118 ケ月齢，雌。母牛 99 頭，
雄牛 2頭，肥育牛 1,000 頭を飼養する農場において，母




着していた。ヨーネ病 ELISA 検査で陽性で，5月 7日（2
週間後）の検査でも陽性を示したためヨーネ病患畜と決
定し，5月 8日，法定殺を行った。当該牛は，2001 年 8
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肥育豚約 1,100 頭を飼養する農場において，2007 年 9
月より2～3ケ月齢の子豚に下痢と呼吸器病が多発した。
飼料に抗菌剤を添加したが効果がなかったため，獣医師








































　病　歴：豚，LWD，80 日齢，雌。母豚 600 頭，肥育
豚約 2,000 頭を飼養する一貫経営農家で，2006 年頃か
ら 60～ 90 日齢で発育不良豚が増加し，8～ 20％に至っ
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　病　歴：牛，黒毛和種，胎齢 292 日，雌。繁殖牛 7頭
を飼養する黒毛和種繁殖農場で，県内産の母牛が 2008
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B：抗Mannheimia haemolytica  6 型家兎血清を用いた
免疫組織化学的染色により，病変部に存在する菌体は陽
性を示す。SAB法。Bar=20 μm。






C： 抗 RS ウイルスマウスモノクローナル抗体を用いた
免疫組織化学的染色で細気管支上皮細胞や合胞体細胞膜
が陽性を示す。SAB法。Bar=30 μm。
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図 9 : 牛の骨格筋欠損，脂肪浸潤，線維化
筋線維の減数・脱落がみられ，脂肪組織による著しい置
換が認められる。H&E染色。Bar=50 μm。
図 10 : サシュペリウイルス抗体保有子牛にみられた骨格
筋の消失と重度の脂肪浸潤
頚部骨格筋では筋線維が消失し，著しい脂肪浸潤が認め
られる。H&E染色。Bar=50 μm。
